
アジアやヨーロッパではアフリカ豚熱（ASF)が継続的に発生、中国やモン
ゴルでは口蹄疫の発生が今年も確認されております。
新型コロナウイルスの流行により渡航の制限等が講じられておりますが、
オリンピックの開催により多くの外国人が来日するなど、家畜伝染病の国
内への侵入リスクは依然として高い状況です。

改めて、病原体の侵入防止対策の徹底をお願いします。
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〇海外渡航の自粛
・アフリカ豚熱、口蹄疫等の家畜伝染病発生地域への渡航を自粛する。

〇消毒及び衛生管理区域への病原体持込みの防止の再徹底
・農場内へ関係者以外の立入禁止、不要な物は持ち込ませない。
・農場に持ち込む物品や車両の消毒を徹底する。
・畜舎出入口に踏み込み消毒槽を設置して靴底の消毒の徹底をする。
・畜舎入場時は手指の消毒を実施する。
・農場への野生動物侵入防止対策を徹底する。

○毎日の健康観察、早期発見・早期届出の徹底
・家畜に異常が認められた場合はすぐに管轄の家畜保健衛生所へ連絡

様々なレジャーやイベントのシーズンです。
防疫対策の徹底を!!

農場出入り時の
車両消毒


